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過去をつなぐ
　「フィールドワーカー」として、私はシベリアや極東ロシア、中国東北部などの少数民族の民話や神話を録音し、書き取ってきた。なかには創世神話もあったし、ベーリング海をはさんで新大陸にも類話が見出されるワタリガラス神話もあった。射日神話といって、大昔は太陽が三つあり、暑さで人も獣も死に絶えそう 有様だったが、英雄が現れて二つの太陽を射落とした、なんて話もあった。こ ような神話についての専門書を紹介するのが筋かもしれないが、大学生が夢中になって読む は思 い。どうせなら、みんなの人生に強烈な衝撃 与えるような本を紹介したい。そんなわけで編集部 は悪いが、しい 言えば「過去をつなぐ」というテーマにいくぶんか関わ （かもしれないぐらいの）本を三冊紹介する。　一
. 「小野田さん」 、といっても今の大学生は知らないだ
ろう。この人は戦時中、陸軍中野学校というスパイ養成の専門学校のようなところで厳しい訓練を受け、フィリピンのルバング島で 敵の後方攪乱の任務に就き、山に籠ってゲリラ戦を行っていたのだ。しかしその間に戦争は終わった。それでも小野田さんとその部下二人は、アメリカの傀儡政権下、どこかに真の日本政府が残っていると信じて任務の遂行を続けた。その ちフィリピン軍の掃討作戦などで二人の部下が亡くなり、小野田さん 一人になるが その後も含め実に戦後二九年間（
!!）戦い続けるのである。
今を生きている我々は、 「何で？
　
誰と？
　
何のために？」
と思うだろう。 しかしこれが戦争の恐ろしさであり、 （軍人）教育の恐ろしさなのだ。 かし小野田さんは、雪男 発見を夢見て世界 放浪する「鈴木君」によって（雪男の代わりに
!?）発見され、 「救出」される。小野田さんは二〇一四
年に九二歳で亡くなるま 生を全うするが、鈴木君は
を探しにまたもヒマラヤに行って雪崩に遭い、三七歳で死んでしまう。嗚呼、事実は小説より奇なり。　
二
. 指揮者・小澤征爾を知らない人はいないだろう。し
かし彼はな 指揮者になったのか
!?　
なんと、最初はピ
アニストを目指していたのだが、ラグビー大好き少年で、試合で両手人差し指を骨折 てピアノが弾けなくな しまったのだ。それから恩師斎藤先生との出会い、パリへの留学、カラヤンやバーンスタインと 出会い、Ｎ響によるボイコット、離婚再婚、とその人生は展開していく。世界の小澤は運命に弄ばれて誕生したのか？
　
いやその運命は
彼が切り開いたものなの ？
　
それはその両方なんだろう。
　
三
. 故・藤沢秀行は名誉棋聖の称号を持ち、胃癌もリン
パ癌も乗り越え史上最高齢（六六歳）での王座位獲得記録を持つ棋士（囲碁）であった。誰にでも分け隔て く教える人で、中国韓国にもたくさんの弟子がいて彼を尊敬している。しかしこの人、そんな説明で済む人物 はない。競輪競馬で何億円もの借金を負う。アル中で刑務所には入る。四文字は連呼する 、奥さんの他に昵懇になった女性が何人もいる（子供も十何人） 。しかし秀行先生は言うのだ、「修しゅうしょういちにょ
証一如という教えがある」と。その意味するところは
何か。迷った時、気力の湧かない時に、オレはこの本 開く。そこには明日を切り開く唯一のヒントがある。そんなわけで、みんなにも読んでみてもらいたい。もちろんそこから何を得る は、人それぞれ違うと思うけれど。
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